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ミナノ花、で

太陽電池

惚亮濃鞠

08
カガクで、

ネガイを

カナエル会社。

Man口Hコ

模造防止ラベル導入
NTNは 、模造品流通を防ぐ

ため、ホログラム印刷などを施
した製品ラベルを導入した。 干邸

エッケル原料2割 増産
住友金属鉱山は、年内にフィ

リピンでニッケル中間原料の年
産能力を2割増の6万 トンに。
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深層断面

東電改革一待つ暗雲
東京電力HD力 X経 営刷新に

踏み切つた。6月下旬に発足す
るの河ギ導li智明次期社長と、川
村隆次期会長の新体制で、福島
第一原子力発電所事故への対応
に必要な巨額の資金を賄うため
の経営改革を加速させる。

印 D糊

07フ イリピンに金型工場
伊藤製作所、日系車部品向け

2■ 動物実験並み検定精度
静田大など(生 きた組胞連続選別

麟
化
原

納
燃
料
電
池
、

水
で
酸
化

敗

東
京
大
学
と
ト
ヨ
タ
自
動
車
、

豊
田
中
央
研
究
所
（愛
知
県
長
久
手
市
）
の
研

究
チ
ー
ム
は
、

燃
料
電
池
の
性
能
劣
化
に
、

水
に
よ
る
酸
化
が
影
響
す
る
こ
と

を
突
き
止
め
た
。

電
池
の
内
部
に
水
が
増
え
る
と
、

電
極
材
料
と
し
て
用
い
る

白
金
系
ナ
ノ
粒
子
触
媒
が
酸
素
と
結
び
つ
き
や
す
く
な

っ
て
触
媒
表
面
の
酸
化

を
促
し
、

電
池
の
性
能
が
劣
化
す
る
。

白
金
量
が
少
な
い
合
金
だ
と
酸
化
し
に

く
い
こ
と
も
分
か

っ
た
。

酸
化
を
抑
え
れ
ば
、

燃
料
電
池
車

（Ｆ
Ｃ
Ｖ
）
の
走

行
性
能
の
カ
ギ
と
な
る
燃
料
電
池
の
性
能
向
上
と
コ
ス
ト
削
減
に
つ
な
が
る
。

境
で
詳
し
く
調
べ
た
。

燃
料
電
池
は
水
素
と
酸

素
を
反
応
さ
せ
て
発
電
す

る
が
、

そ
の
反
応
時
に
電

極
を
水
に
浸
す
必
要
が
あ

る
。

実
験
で
、

電
池
特
性

に
優
れ
る
直
径
２

ノナ
１
３

ノナ
肝

（ナ
ノ
は
１０
億
分
の

１
）
の
白
金
系
ナ
ノ
粒
子

に
水
と
酸
素
が
共
に
吸
着

す
る
と
、

表
面
の
酸
化
が

進
む
こ
と
が
分
か

っ
た
。

こ
の
現
象
は
理
論
的
に

予
測
さ
れ
て
お
り
、

今
回

初
め
て
実
験
に
よ
り
確
認

し
た
。

電
極
の
酸
素
雰
囲

気
中
の
水
分
量
が
増
え
る

と
、

燃
料
電
池
の
実
効
電

圧
が
降
下
し
て
発
電
性
能

が
数
％
低
下
す
る
こ
と
が

知
ら
れ
て
い
る
。

今
回
の

結
果
に
よ
り
、

こ
れ
が
酸

化
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ

と
が
裏
付
け
ら
れ
た
。

一
方
、

高
価
で
希
少
な

白
金
の
使
用
量
を
抑
え
た

直
径
約
３
ガ
肝
の
白
金
コ

バ
ル
ト
合
金
ナ
ノ
粒
子
で

も
同
様
に
実
験
し
た
と
こ

ろ
、

水
に
よ
る
酸
化
の
促

進
量
は
少
な
か

っ
た
。

水

を
排
除
す
る
非
水
系
の
物

質
で
覆

っ
た
触
媒
を
使

っ

た
り
、

白
金
コ
バ
ル
ト
合

金
粒
子
で
白
金
粒
子
を
代

替
し
た
り
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、

燃
料
電
池
の
高
性

能
化
が
見
込
め
る
。

成
果
は
英
科
学
誌
サ
イ

エ
ン
テ
ィ
フ
ィ
ッ
ク

・
リ

ポ
ー
ツ
に
掲
載
さ
れ
る
。

双
日
、

ア
ジ

ア
で
Ｉ
ｏ
Ｔ
」

鍔
ッ
グ
【ァ‐

膨
車
両
の
効
率
運
な

双
日
は
出
資
す
る
イ
ン

る
　
　
ド
ネ
シ
ア
の
ベ
ン
チ
ャ
ー

姫ｍ　晦律ル弗”章オト（ァ↓孝

デ・夕硫　華薩期以”路ガ磐翔開

伽抽
警数
暉
竪
本論

運車　野廃や鞍壕酪∽葬鴻花

日
本
の
物
流
網
の
軋
み
が
顕
在
化
し
た
。

イ
ン
　

る
１２
‐
‐４
時
の
時
間
帯
指

物
は
少
な
い
が
、
１
個
で

る
前
か
ら

「労
働
力
が
逼

て
お
り
、

根
本
的
な
人
手

忠
引
幕
ゆ
い
沌

期
卵
懐
酸
雌
球
第
姉

勘
帥
鍵
勘
皮

　

定
ポ
防
陀
晦
雌
観
離
ゲ
荷

れ
均

（
れ

覗
締
諜
納
境

唯
壊

，鞄
肢
Ｘ
廃
勲
一
務
嚇
諏
議

暉
駆
的
解
消
に
は
至

っ
て

化
や
細
か
な
時
間
設
定
、

再
配
達
な
ど
過
剰
と
も

言
え
る
サ
ー
ビ
ス
も
追
い
打
ち
を
か
け
た
。

物
流

効
率
化
に
向
け
て
進
め
た
拠
点
網
の
統
合
も
、

ア

ス
ク
ル
の
火
災
で
リ
ス
ク
に
直
面
し
た
。

世
界
的

に
見
て
も
水
準
が
高

い
物
流
網
を
維
持
す
る
に

は
、

物
流
業
者
、

倉
庫
業
者
、

ユ
ー
ザ
ー
企
業
そ

れ
ぞ
れ
が
変
わ
る
必
要
が
あ
る
。

労風盟環境改圭白　
醸附榔鞘Ⅶ堤雌雑的親

(東大の資料を基に作成)

燃料電池の電枢の構造

♭゙
   !鰯

b

走行性能の向上が期待される
(「ミライ」のタクシー)

で
は
少
量
の
荷
物
に
振
り

回
さ
れ
、

１０
分
間
く
ら
い

の
休
憩
を
細
切
れ
に
と
る

の
が
日
常
だ

っ
た
。

昼
の

時
間
指
定
の
見
直
し
は
、

需
要
と
作
業
負
担
を
天
鮮

を
持

っ
て
い
た
。

競
合
の

佐
川
急
便
が
ネ

ッ
ト
通
販

大
手
の
ア
マ
ゾ
ン
の
配
送

か
ら
撤
退
し
、

２
０
１
５

年
ご
ろ
か
ら
荷
物
が
ヤ
マ

ト
に
集
中
。

現
場

へ
の
負

各
社
と
も
荷
物
が
増
え

て
も
収
益
増
に
は
、

つ
な

が

っ
て
い
な
い
。

日
本
郵

便
は
１７
年
度
に
大
回
顧
客

向
け
に
運
賃
の
引
き
上
げ

を
実
施
す
る
計
画
だ
が
、

溺網 飯
対
応

追
わ
れ
る
日
々
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